
- 1 -

（R7.9.30発行) 

 

宮城県林業普及活動情報 

 

          　　　　　　　　　　　　　　             2025.8月号　 No.207 

 

 

 

 

 

　各地の林業普及活動情報                           　　　　　　　　　  Ｐ２～９ 

○大河原産業高等学校環境科学科２年生の実習支援          (大河原地方振興事務所) 

○伴走支援打合せ         　　　　　　　　　　　　　　　 (大河原地方振興事務所) 

○森林経営管理制度の推進に向けた伴走支援を実施             (仙台地方振興事務所) 

○仙台第三高等学校に対する森林林業教育を実施　　　　　　  (仙台地方振興事務所) 

○森林認証制度認定に向けた打合せ　  　  　　　　　　  　　(北部地方振興事務所) 

○県行造林地返地後の再造林打合せ　　　　　  　　　　　　　(北部地方振興事務所) 

○林業教室の実地研修　　　　　　 　　      　(北部地方振興事務所栗原地域事務所) 

○「インターンシップ」受入対応　　　　　　　　　　　　　　(東部地方振興事務所) 

○「合板用県産材の供給等に関する調整会議」の支援　　　　　(東部地方振興事務所) 

○「古川工業高等学校林業就業体験」の支援　　　(東部地方振興事務所登米地域事務所) 

○南三陸森林管理協議会大船渡大規模山林火災現場視察の支援(気仙沼地方振興事務所) 

○令和７年度気仙沼・南三陸仕事探検隊「丸平木材株式会社」支援　　　　　　　　
(気仙沼地方振興事務所) 

○林業作業士(フォレストワーカー)１年目研修の支援　  　   (林業技術総合センター) 

○林業作業士(フォレストワーカー)３年目研修の支援    　 　(林業技術総合センター) 

○令和７年度林業普及指導職員北海道･東北ブロックシンポジウムの開催 

(林業技術総合センター) 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もくじ



- 2 -

大河原産業高等学校環境科学科２年生        
の実習支援  

大河原地方振興事務所       
【５日(火)】  

　本県で唯一林業の専攻科を持つ宮城県大河      
 原産業高等学校環境科学科森林類型の２年生

 を対象として、森林・林業に関する基礎知識

 や専門的な技術、作業現場に関する理解を図

 るための実習支援を行いました。森林・林業

 に関する基礎知識に関する座学を行った後、

同校の演習林にてブルーメライスや超音波樹 【森林計測実習】 

 高測定器を用いた森林計測の実習を実施し、

 森林林業の基礎知識について指導しました。

 また、林業普及指導協力員である川崎町森林

 組合職員を講師として、同組合の皆伐施業現

 場の見学や出材した丸太の検知作業体験、高

 性能林業機械の操作体験を行い、林業の作業

現場に関する理解を深めてもらいました。  

　実習支援後のアンケートでは、「今回の活  

動を通して林業の仕事に関心を持てた」、「森  【皆伐施業現場見学】 

林に係る仕事がしたい」、など前向きな意見  

 が多くありました。今後も同校への森林・林

 業に関する実習支援等を実施し、森林・林業

 への興味・関心を持ってもらうことで、林業

 ・木材産業等への就職に繋げていきます。

 

 

 

 

 

 

【高性能林業機械操作体験】

伴走支援打合せ                
大河原地方振興事務所  

【20日(水)】  

　蔵王町において第１回目の伴走支援打合せ  

として、蔵王町の現状及び今後の進め方につ  

いて関係者で打合せを行いました。  

 　県庁林業振興課が用意した、グーグルアー

 スに林班、スギ・ヒノキを林齢ごとに色分け

 した図を元に、意向調査を行う地域を検討す

ることになりました。  

 　今年度、意向調査を実施する箇所を絞り込

 み、基本方針の作成を検討し、来年度または

 再来年度から意向調査を委託で行う方向とな

りました。  

　引き続き、関係機関と連携を図りながら助 【伴走型支援打合せ】 

言・指導を行います。
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森林経営管理制度の推進に向けた伴走  

支援を実施   
仙台地方振興事務所  

【18日(月)､20日(水)､27日(水）】  

 　森林経営管理制度の市町村伴走支援対象と

 なる３市町村を訪問し、これまでの進捗状況

 と課題を整理し、制度の進捗に応じた支援を

行いました。  

 　山元町については、今年度から意向調査を

 実施するため、意向調査の進め方や委託業務

 の仕様書策定について支援し、その後の発注

に繋がりました。大郷町、大衡村については、  

 過年度に意向調査を実施した地区について、

 森林整備に向けた集積計画を策定するため、

 集約化の可能性を市町村職員と検討し理解を

得られました。  

　今後も、サポートセンターと協力しながら、 【伴走支援の状況】

技術的支援を継続していくこととしました。

仙台第三高等学校に対する森林林業教    
育を実施  

仙台地方振興事務所  

【18日(月)､20日(水)､27日(水）】  

　仙台第三高等学校の生徒を対象とした森林  

林業教育を実施しました。  

　宮城県の森林・林業、県有林の概要につい  

て紹介するとともに、県民の森の県有林ヒノ  

キ見本園（林齢117年生）を案内しました。  

胸高直径や樹高の測定を指導し、さらに高校  

生から要望のあった土壌水分やｐＨ等を測定  

しました。仙台第三高等学校では、学校林の  

ヒノキ林を拠点に探究活動を実施しており、  

県内のヒノキ人工林へ興味を広げています。  

　今後も仙台第三高等学校のニーズも踏まえ  

ながら、森林・林業の普及活動を継続してい 【測樹指導の状況】 

きます。
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森林認証制度認定に向けた打合せ  

北部地方振興事務所  

【８日(金）】  

 　加美町から要望があり、県産広葉樹利用拡

大を目的としたＦＳＣ認証取得に関して情報  

 提供を行いました。町では、民間企業である

「（株）マルホン」、「セキスイ」と協同で取  

組む方法を模索しています。  

 　そのため、先陣である登米市の実績を参考

 にしつつ、認定にあたっての事務手続き等に

ついて打合せを実施しました。  

 　当部からメリットデメリットの双方につい

 て伝達し、ＦＳＣ認証材は高値で取引できる

 わけでないこと、原木受け入れ停止時にＦＳ

 Ｃ材が優先的に受け入れられること等を助言

 しました。重要な点は、組織体制の構築であ

るため、流通経路の確立と管理及び安定した  

年間素材生産量の取り決め等、総合的に判断 【打合せの様子】

することの必要性をアドバイスしました。

県行造林地返地後の再造林打合せ  

北部地方振興事務所  

【19日(火）】  

  地上権設定契約を結んでいる県行造林地に

ついて、土地所有者に対し返地後の再造林に

向けた打合せを実施しました。 
  県から森林所有者に返地通知を発出したタ

イミングで森林整備事業の実施が可能となる

ことについて理解が得られ、また、森林経営

計画の策定を意識し、補助率が有利となる造

林補助事業を活用できるようアドバイスもし

ました。 
  伐採後は下草繁茂が旺盛になり、時間の経

過とともに地拵え費用がかかることを考える

と、返地後すぐ再造林した方が低コストにな

るため、早期に再造林する意欲を喚起させる

ことが可能となるよう、密に情報を共有する   【説明会の風景】

ことになりました。
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「杜のコケリウムコンテストin栗原＆  

ワークショップ」の開催  

北部地方振興事務所栗原地域事務所  

【９日(土）】  

　苔の魅力を幅広い年齢層へ発信することを  

目的に仙台市内で行われる「杜のコケリウム  

コンテスト2025」の栗原地区サテライト会場  

として、「杜のコケリウムコンテストin栗原  

&ワークショップ」を開催しました。  

　当日は、２名の講師から苔の生態や苔テラ  

リウム（コケリウム）製作手順について解説  

があった後、参加者各自がガラス瓶の中に用  

土（赤玉土・黒土・珪砂）で土台を構築し、 【苔の生態や苔テラリウムの作り方の説明】 

数種類の苔、カラーサンドや石、持ち寄った  

キャラクターグッズなどを自由な発想で組み  
合わせ、思い思いの、自分だけの苔テラリウ  
ムを作りました。   
　完成した苔テラリウムは各自がスマートフ  

ォンで撮影し、その画像を同じくスマートフ  

ォンで「杜のコケリウムコンテスト」参加申  

込フォームを通して送信・応募しました。  

　コンテストでは、他の会場からの応募作品  

と合わせて画像による審査が行われ、後日入  

賞作品がSNSで公表されます。  

 

 

【完成した苔テラリウムを撮影し応募】

「インターンシップ」受入対応       
東部地方振興事務所  

【18 日(月）】  

 　インターンシップ生３名に対して、当事務

 所管内の概要や林業普及指導業務の活動につ

 いて説明を行い、また、現地にて、森林組合

 の取組状況の講義や最新の合板工場、苗木生

産施設の現地視察を支援しました。  

 　こうした森林・林業に関する現地実習を通

 じて、管内の林業の現状を理解してもらうこ

 とができました。

 

 

 

 

 

【現地実習の様子】 
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【現地実習の様子】

「合板用県産材の供給等に関する調整  

会議」の支援  

東部地方振興事務所  

【29日(金）】  

　合板用県産原木の安定的な供給等を図るこ  

とを目的に、宮城森林・林業活性化センター  

石巻支部が事務局である検討会の開催を支援  

しました。会議では、今年４～７月の合板用  

原木の購入・納入実績、同８～12月の購入・  

納入計画を協議するとともに意見交換を行い  

ました。今回の会議では、合板会社の一部工  

場が休止するといった新聞報道があり、素材  

生産側も不安に感じていましたが、合板会社  

側から、生産量を落とさないよう、他の工場  

で生産量をカバーしていくといった話があり  

ました。また、出席者から合板用原木の採材  

検討会を実施してほしいとの要望があり、事  

務局で12月に開催を検討することとなったこ 【会議の様子】 

とから、引き続き支援を行います。

森林職インターンシップ支援 

東部地方振興事務所登米地域事務所 

【19日(火）】 

　令和８年度宮城県職員（森林職）の受験

を目指すインターンシップの大学生を伴い、

原木しいたけ生産者、木造施設の見学を行

い、森林・林業の現場を肌で感じる機会を

提供しました。また、見学した木造施設の

県産木材・木製品の調達（流通）に関する

講義を実施し、木材流通に関する理解を深

めてもらうことができました。

【原木しいたけ生産現場での聞取り】
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南三陸森林管理協議会大船渡大規模山  

林火災現場視察の支援  

気仙沼地方振興事務所  

【21 日(木）】  

 　南三陸町は「自然と共生するまちづくり」

 を目指しており、南三陸森林管理協議会は、

 南三陸町の林業関係者が、環境と社会に配慮

 した適切な森林管理をしていこうと考え、立

ち上げられた団体になります。  

 　当部では、同協議会のアドバイザーとして

参画しており、今回、会員からの要望もあり、  

 大船渡大規模山林火災現場の視察について企

画・調整を行いました。 【被災森林内の調査状況】 

 　当日は、岩手県沿岸広域振興局のサポート

 により、山林火災現場の視察を行い、あまり

に大きすぎる被害規模に圧倒されました。  

　今後は、被災した木材の利活用や、復旧な 【使用機械】 

ど、問題はまだまだ山積みとのことでしたが、  

 参加者も地元で発生した場合を想定し、多数

 の質問が寄せられました。また、陸前高田市

 では、津波で被災した部材を使用して復旧さ

 れた有形文化財「旧吉田家住宅」を視察し、

 気仙大工左官の伝統技術を学ぶことができま

した。  

 　参加者からは好評であり、今後も同協議会

 のアドバイザーとして支援を継続していきま

す。 【旧吉田家住宅主屋外観】

令和７年度気仙沼・南三陸仕事探検隊  

「丸平木材株式会社」支援  

気仙沼地方振興事務所  

【１日(金）】  

 　当管内には、多様な「ものづくり」産業が

 集積しており、地域経済を支える重要な役割

 を担っている一方で、人口減少や少子化等に

 より、人材確保や技術継承が課題となってい

ます。  

 　そこで、若年層が幼少期から地域の産業に

 興味や関心を持つとともに、保護者に対して

 も企業の認知度向上を図るため、１次産業を

中心とした企業の職場体験を行っており、林 【集積された丸太の確認状況】 
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 業部門では、南三陸町で製材業を営む「丸平

 木材株式会社」において仕事探検隊が開催さ

れました。  

 　仕事探検隊では、先ずは実際に森林を散策

し、森林・林業の重要性を理解するとともに、  

 製材工場では、どのように森林から柱や板と

 いった製品に変わるのか確認してもらうた

 め、シスステマチックな製材ラインから寸分

 違わず板や柱が排出される状況を見て、参加

 者は驚いている様子でした。また、本製材所

 で製材された木材を使用し、木工品づくり体

 験を行うことで、参加者には木の温もりや木

 の香りに触れ、近いようで触れる機会の少な

い森林・林業にこれまで以上に興味を持って 【製材品の仕上がり確認状況】

頂けたと思います。

林業作業士(フォレストワーカー)１年  

目研修の支援  

　　　　　　　　　　　　　林業技術総合センター  

【４日(月)～６日(水)】  

　当所研修棟において公益財団法人みやぎ林  

 業活性化基金宮城県林業労働力確保支援セン

ターが17名の研修生を得て開催した標記研修  

会において、「森林情報の基礎と立木調査の  

 方法・造林作業の種類と目的・育林作業の種

 類と目的･間伐作業の種類と目的」に関する

学科を講義しました。また、実技として、「１ 【学科の様子】 

 日目に測竿･ワイゼー測高器･ブルーメライス

 の使用方法、２日目に、コンパス測量による

 土地面積の求積、３日目に、相対幹距比を用

 いた間伐木の選木と標準地調査による林分収

  穫量の試算」を実施しました。

 　これからも、林業後継者の育成に係る支援

 を行います。

 

 

 

【コンパス測量の実技】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【収穫量試算の実技】
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林業作業士(フォレストワーカー)３年  

目研修の支援  

　　　　　　　　　　　　　林業技術総合センター  

【21日(木)】  

　当所研修棟において公益財団法人みやぎ林

業活性化基金宮城県林業労働力確保支援セン

ターが13名の研修生を得て開催した標記研修

会において、「森林施業の体系及び森林整備

の省力化・低コスト化作業」に係る講師依頼

があったことから、原価管理に関する講義を

実施するとともに、知識を補うために研修生

を３グループに分け、伐出コスト算出に係る

実技研修を実施する中で、代表者に試算内容

を発表いただき、グループ間で検討いただき

 ました。

　これからも、林業後継者の育成に係る支援

を行います。 【試算結果を発表する様子】

令和７年度林業普及指導職員北海道･

東北ブロックシンポジウムの開催 

　　　　　　　　　　　　　林業技術総合センター 

【28日(木)･29日(金)】 

　仙台市(ホテル白萩)において、宮城県林業

普及指導職員22名を含め，林野庁・全林協・

他道県職員47名の参加を得て林野庁が主催す

る標記シンポジウムが開催されたので、主催

県として、シンポジウム(競争形式)を運営し

ました。 

　発表内容の概要は、 

①北海道　森林経営計画の活用 

②青森県　ウルシ活用による再造林推進の取 【道県による発表の様子】 

　　　　　組 

③岩手県  森林経営管理制度の取組支援 

④宮城県　タケ資源の継続利用に向けた取組 

⑤秋田県  森林経営管理制度の取組支援 

⑥山形県  ＩＣＴ技術を活用した市町村支援 

⑦福島県　ＧＮＳＳ測量の普及に向けた取組 

参考発表　北海道森林管理局(育林作業の改 

          善) 

　でした。 

　審査の結果、岩手県が最優秀賞となり、当

ブロックを代表し、12月４日に東京で開催さ

れる全国ブロックシンポジウムにおいて全国

６ブロックからなる競技会に臨みます。また、

翌日は、富谷市が管理する大亀山森林公園を  【ＮＰＯ法人ＳＣＲによる発表の様子】

活動拠点とするＮＰＯ法人ＳＣＲの活動発表

と現地視察が行われました。


